
（別紙３）

〜 令和 8 年 2 ⽉ 14 ⽇

（対象者数） 29 （回答者数） 17

〜 令和 8 年 2 ⽉ 26 ⽇

（対象者数） 10 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
⼩学校⾼学年の利⽤者もいるので、年齢層の幅は広くなって
おり、個々に合わせた取り組みの強化が必要。

2
個別の保護者⾯談の機会が少なかったので、計画⽴てて⾏っ
ていく。

3
勤務時間によって参加できない職員もいるので、情報の共有
を強化していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 余裕を持った職員配置を⾏っていく。

2 各指導訓練室や庭も有効に利⽤していく。

3
定期的に職員間で確認し⾒直していきながら、それぞれの職
員の理解を深めていく。

集団活動・個別活動を意識したプログラムを⾏っている。
中⾼⽣の利⽤者が中⼼のため、年齢層に合わせた活動を取り
入れている。

保護者との情報共有・連携を密に⾏っている。
毎⽇の送迎の中で、活動の様子やご家庭・学校の様子など
しっかりコミュニケーションを取るようにしている。

職員間での情報共有・振り返りをしっかり⾏っている。
サービス提供時間の前後で職員間での打ち合わせ、振り返り
をする時間を取り、⽇々利⽤者の様子を話し合っている。

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアルなどの読み合わ
せが不⼗分。

各マニュアル自体は⽤意されているが、それぞれの職員に周
知・共有が⼗分できていないものも多い。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

利⽤者個⼈個⼈に適切に⽀援していこうと思うと、職員の⼈
数が少ない。

利⽤者の特性から、個別に対応を求められる場合が多い。

活動のスペースが狭い。
中⾼⽣の利⽤者が多いため体も⼤きく、室内での活動では⼗
分にスペースが取れないこともある。

令和 8 年 2 ⽉ 14 ⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成⽇ 令和 8 年 2 ⽉ 27 ⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービスえがお（えがおクラス）

○保護者評価実施期間 令和 8 年 2 ⽉ 1 ⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


